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トランスレ�ショナルリサ�チセンタ� プロテオミックス部門ディレクタ��

小森 直香 氏 �オクラホマ大学医学部生化学分子生物学科助教授�

�対象論文� 複雑系研究手法としての PROTEOMICSとパ�スのアブダクション �仮説形成推
理�
�松本博行�黒野 定�小森直香� J. Mass Spectrom. Soc. Jpn., 50, 116�125 (2002)�

松本博行氏は� 京都大学大学化学科生化学教室卒業� 同大学院理学研究科 �生物物理� 終了� 京都大学理学
博士�ハワイ大学化学科博士研究員�パディユ	大学生物科学科研究員を経て現職
自称ダブルバシスト
研
究分野は�網膜と視細胞の信号変換機構�プロテオミックスの複雑系への適用�セミオティックスと科学認識
の論理構造

黒野 定氏は�愛知教育大学教育学部理科化学教室卒業�同大学院教育学研究科理科教育専攻修士�電気通
信大学電子物性工学博士� 理化学研究所国際フロンティア研究システム糖鎖機能研究グル	プ研究員� オク
ラホマ大学医学部生化学分子生物学科博士研究員を経て現職
 研究分野は� 質量分析法を用いたショウジョ
ウバエとラット網膜におけるシグナル伝達機構の解明� プロテオミックスにおける安定同位体を用いる質量
分析定量法

小森直香氏は� オクラホマ大学医学部生化学分子生物学部で Ph.D.取得後� スタンフォ	ド大学医学部神
経科博士研究員�ワシントン大学 �セントルイス�神経科博士研究員�カリフォルニア大学サンディエゴ神経
科学博士研究員を経て現職

研究内容�痛覚の分子機構�痛覚神経症の分子機構�網膜と視細胞の信号変換機構� G-タンパク質で媒介さ

れる信号変換機構のプロテオミックス

オクラホマ大学医学部の松本研究室は� MALDI-TOF-MSと ESI-MSが市販され始めた 1990年代の始め

に� いちはやくこの 2種類のイオン化法が生化学分子生物学に重要な貢献をするであろうことを予期し� 研
究手法として取り入れた1), 2)
 2次元ゲルのスポットを in gelでトリプシン消化した後� LC-ESI-MS分析す

る手法は�世界的にも先駆けとなった2), 3)
その後�松本氏のグル	プは�視覚系のプロテオミックス (Ocular

Proteomics)を介して�プロテオミックスの論理の確立に興味をもった
その考察の結果�プロテオミックス
の基本的な論理は� ベ	コン以来の現代科学的精神が基盤としている演繹法 (Deduction)でも帰納法 (In-

duction)でもありえず� むしろアメリカの経験主義者パ	スがおよそ百年ほど前に提唱したアブダクション
�Abduction;仮説形成推理�であることに気がついた
さらに�アブダクションが先見を必要としない研究論
理であることから�プロテオミックスが将来の分子医学に貢献すべき理由を予見�考察した4)�8)
 今回の受賞
対象は� 2001年の第 28回 BMSコンファレンスで発表された講演をもとに書き下ろし� 寄稿されたもので
ある
 本記事は� 質量分析の将来の分子医学への貢献の仕方を論理的に提示したものとして� 2004年度日本

質量分析学会会誌賞に相応しいと認められた
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